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 ９月２９日に、土曜参観がありました。 

 子どもたちは、大人たちが、バザーの準備をして

いる雰囲気を感じながらも、授業に集中していまし

た。通常の授業を１・２校時まで行い、３・４校時

は授業参観です。各教室では、国語や算数の他にも、

道徳や図画工作等の授業を公開していました。 

 ６年生は、バザーのための案内板や店名の看板作

りを行っていました。各学年、バザーの準備もある

中、たくさんの皆様に参観いただき、ありがとうご

ざいました。 

 

 

 

 土曜参観が終わったら、子どもたち

のお楽しみ「PTAバザー」が始まりま

した。 

 今年も、各学年 PTAの工夫された売

店が大盛況。大人も子どもも楽しい時

間を過ごすことができました。 

朝早くから、準備をしていただいた

保護者・地域の皆様、子どもたちのた

めに、本当にありがとうございました。 

（←体育館は、人でいっぱい！） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

♪大きく 元気に 素直に育て♪ 

３年１組の版画の授業の様子です 

←６年生の 

看板や案内板

は、よくできて

いました。 

 学校評議員の石川さ

んは、今年も「綿あめ

おじさん」になってく

ださいました！→ 



 

 

 

 ４年生は、国語の学習で点字について学びます。 

 ９月１１日に、点字ボランティアの皆さんに 

ご協力いただき、「点字教室」を実施しました。 

 本校の４年生３クラスに、それぞれ２名ずつ、 

ボランティアの方々に入っていただき、点字の 

仕組みから読み方まで、丁寧に説明していただき 

ました。 

 私たちの身の回りには、缶入飲料や自動販売機、 

そして、公共施設の案内板など、点字で表されて 

いる物がたくさんあります。この学習を契機に、 

身の回りの点字に興味や関心が高まり、子どもた

ちに思いやりの心が育っていくことを願います。 

 １０月１４日（日）、喜多方プラザで、福島県 PTA 

研究大会が開催されました。PTAの県大会は、県内各

校のPTA会長さんや役員さんと学校の代表が参加する

大会で、各 PTAによる実践発表を聴いて意見を交流し

たり、子どもたちを健康で安全に育成するために学校

と家庭が連携してできることを考えたりします。 

今年は、向井大輔 PTA会長さんと校長が、第２分科

会に参加してきました。第２分科会は、ゲームの時間

や頻度をコントロールできなくなるゲーム依存症に

なると、人間関係や健康に問題が生じても制御がきか

ずに、日常生活に大きな支障が起きることを話し合い

ました。ご家庭でも、ゲームの時間についてお子さんと話し合ってみてはいかがでしょうか。 

１０月２日に学校で、クリーン作戦を実施しま

した。子どもたちは、各学年の分担場所の小石を

拾ったり、雑草を引いたりしました。 

 いわき市内でも、地区や事業所毎に「いわきの 

まちをきれいにする市民総ぐるみ運動」として 

奉仕作業が行われたようです。 

 

 

 

 

 １０月２２日の朝、学校に来ると、フェンスや

側溝周りの雑草がきれいになくなっていました。 

諏訪町の地区の皆さんの奉仕作業によるもので

した。子どもたちもきれいな歩道を登下校できま

す。地域の皆様、ありがとうございました。 


